




小児科外来の現場にいると夜尿症、チック症不登校等の心理上のトラブルを訴える両親に

遭遇することが多い。身体的に検索のうえ異常なしとなれば精神科に依頼するわけである

が、多くの両親は精神科を受診することに抵抗を感じ余程症状に困惑していなければ治療

途中で脱落する傾向にある。北里大学病院では小児科の臨床経験をつんだ精神科医師が週

1 回ではあるが小児科の外来にクリニックを開いており、小児科受診後スムースに心理療

法に入ることができるようになっている。以下不登校患児治療の実際例をあげながら解説

する。 


